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板橋区 板橋から見る石神井川の小学生が作った鯉のぼり

1 令和2年5月15日 都 医 ニュース  ［昭和48年12月7日第3種郵便物認可］　第651号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
、
東
京
都
医
師
会
は

４
月
６
日
（
月
）
の
記
者
会
見
で

「
医
療
的
緊
急
事
態
宣
言
」
を
出

し
た
。
ま
た
、
17
日
（
金
）
の
記

者
会
見
で
は
地
域
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
を

設
置
す
る
こ
と
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
感
染
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
す

る
た
め
に
都
民
に
対
し
て
よ
り
一

層
外
出
を
自
粛
し
、
人
と
人
と
の

接
触
を
や
め
て
ほ
し
い
と
強
く
訴

え
た
。

６
日
の
会
見
で
尾
﨑
治
夫
会
長

は
、
こ
れ
以
上
感
染
者
が
増
え
る

と
医
療
現
場
が
も
た
な
い
と
し

て
、
医
療
的
緊
急
事
態
宣
言
を
出

し
た
。
宣
言
の
全
文
は
左
記
の
と

お
り
。

都
民
に
は
６
週
間
の
外
出
自
粛

を
呼
び
掛
け
、「
今
こ
の
瞬
間
か

ら
東
京
で
一
人
も
新
し
く
感
染
し

な
け
れ
ば
、
２
週
間
後
に
は
ほ
と

ん
ど
新
し
い
患
者
さ
ん
は
増
え
な

く
な
り
、
そ
の
２
週
間
後
に
は
ほ

と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
治
っ
て
い

て
、
そ
の
２
週
間
後
に
は
街
に
ウ

イ
ル
ス
を
持
っ
た
人
が
い
な
く
な

る
。
だ
か
ら
今
か
ら
６
週
間
、
み

ん
な
が
誰
か
ら
も
う
つ
さ
れ
な

い
よ
う
に
頑
張
れ
ば
、
東
京
は
大

き
く
変
わ
る
」
と
し
て
協
力
を
求

め
た
。

17
日
の
会
見
で
は
、
医
療
提
供

体
制
に
つ
い
て
尾
﨑
会
長
は
「
感

染
の
ス
ピ
ー
ド
が
収
ま
ら
な
い

と
、
い
く
ら
病
床
や
宿
泊
施
設
を

用
意
し
、
軽
症
者
を
自
宅
で
診
る

よ
う
に
し
て
も
追
い
つ
か
な
い
。

感
染
者
が
横
ば
い
、
も
し
く
は
減

ら
な
い
と
東
京
は
も
た
な
い
」
と

改
め
て
危
機
感
を
示
し
た
。
さ
ら

に
「
休
業
要
請
な
ど
で
人
と
人
と

の
接
触
は
か
な
り
減
っ
て
い
る

が
、
８
割
の
人
の
流
れ
を
止
め
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
な
お
一
層

の
努
力
で
人
の
流
れ
を
止
め
て
ほ

し
い
」
と
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
保
健
所
を
介
さ
ず
、
か
か

り
つ
け
医
の
判
断
で
検
査
を
行
え

る
よ
う
地
域
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
を
設

置
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

▼  

軽
症
者
等
の

（
ホ
テ
ル
を
使
っ
た
）
宿
泊
療
養

猪
口
正
孝
副
会
長
は
、
東
京
都

が
ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
実
施

し
て
い
る
宿
泊
療
養
の
現
状

を
報
告
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

入
院
し
て
経
過
を
観
察
し
た

軽
症
者
を
ホ
テ
ル
に
移
動
さ

せ
て
宿
泊
療
養
を
行
っ
て
い

た
が
、
同
日
か
ら
は
新
規
感

染
者
で
無
症
状
者
・
軽
症
者

は
直
接
宿
泊
療
養
を
行
う
仕

組
み
を
開
始
し
た
。併
せ
て
、

宿
泊
療
養
で
健
康
観
察
を
担

う
会
員
向
け
に
感
染
防
御

な
ど
の
研
修
を
開
始
し
た
。

▼
地
域
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）

⻆
田
徹
副
会
長
は
、
か
か
り
つ

け
医
の
判
断
に
応
じ
て
保
健
所
を

介
さ
ず
に
検
査
を
実
施
す
る
地
域

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
、
す
で
に

設
置
さ
れ
て
い
る
地
区
も
含
め
て

少
な
く
と
も
10
カ
所
程
度
に
設
置

さ
れ
る
見
通
し
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
検
査
前
後
の
流
れ
を

示
し
た
。

東京都医師会からの医療的緊急事態宣言
 2020 年 4月 6日
 公益社団法人　東京都医師会

　東京都知事からの週末毎の外出を控える要請や徹底的なクラスター
対策にもかかわらず、都内の新型コロナ感染症新規感染者数は、4月
5日に 143 名となりました。現在の感染者数は、約 2週間前の感染
状況を反映しています。このまま感染爆発を起こし患者数が非常に増
えると、病床が足りなくなるだけではなく、院内感染により医療スタッ
フが職務につけなくなったり、感染防御具をはじめとする医療品不足
により、命に係わる重症者に医療を提供できなくなる医療崩壊の危険
性が高まってきています。こうした大混乱による医療崩壊を防ぐため
に、これまでよりさらに踏み込んだ対策が早急に必要なことは明らか
であります。

　ここに、東京都医師会は以下の医療的緊急事態宣言を発出します。

1.  感染者のさらなる増加を防ぐため、全ての都民に外出自粛を求め
ます

2.  入院医療提供体制がひっ迫してきています。特に重症者が充分な
医療を受けられるよう、都行政による現場への強力な指示及び施
策を求めます

3.  医療従事者には、かかりつけ医・一般病院・基幹病院などそれぞ
れの役割を担うとともに、自身の感染予防に努めながら、この緊
急事態に応じたさらなる使命（責務）を果たすよう求めます

4.  地域行政と地区医師会には、それぞれの地域状況に相応した医療
体制（発熱外来・新型コロナ外来設置・入院医療機関の確保等）
の構築と関連団体（介護・福祉・民間等）との密接な連携を求め
ます

5.  都民の方々には、こうした医療連携体制を理解のうえ、正確な情
報の取得と冷静な受療行動をとっていただくよう求めます

　東京都医師会は、上記宣言の実現に向けて全力で活動することを誓
います。

東京都医師会の新型コロナウイルス感染症対策
東
京
都
医
師
会
か
ら
の

医
療
的
緊
急
事
態
宣
言

東
京
都
医
師
会
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

医療的緊急事態宣言を出す尾﨑会長
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所
等
に
併
設
、
ま
た
は
区
市
町
村

施
設
の
一
部
な
ど

３　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
外
来（
医

療
施
設
）
と
し
て
、
都
か
ら
の
認

定
が
必
要
で
、
そ
の
上
で
検
査
機

関
と
契
約
す
る

４　
原
則
と
し
て
、
か
か
り
つ
け

医
か
ら
の
紹
介
患
者
の
み
が
対
象

５　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
体
採
取
を
行
う
の

で
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
等
Ｐ
Ｐ

Ｅ
フ
ル
装
備

６　
Ｓ
Ｒ
Ｌ
、
Ｂ
Ｍ
Ｌ
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ

の
大
手
３
社
を
含
め
た
民
間
検
査

機
関
に
検
査
依
頼

７　
結
果
は
基
本
的
に
は
翌
日
セ

ン
タ
ー
に
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
か

か
り
つ
け
医
等
へ
報
告

８　

原
則
保
険
診
療
に
て
行
い
、

自
己
負
担
分
は
公
費
に
て
賄
う

（
本
人
の
支
払
い
な
し
）

９　
開
設
時
間
は
、
地
区
医
師
会

に
負
担
の
か
か
ら
な
い
時
間
帯

（
例
：
平
日
の
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
、
週
末
の
午
前
午
後
等
）
な

ど
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て

10　
受
診
者
一
人
当
た
り
の
所
要

時
間
は
、
15
分
程
度
（
保
険
証
の

確
認
、
問
診
票
・
診
療
情
報
書
の

確
認
、
検
査
伝
票
の
記
載
、
検
体

採
取
、
説
明
等
）
を
予
定

11　
検
査
施
行
後
は
、
注
意
事
項

等
を
厳
守
の
上
、
自
宅
待
機
（
外

出
禁
止
）

12　
結
果
報
告
は
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
紹
介
元
か
か
り
つ
け
医
等
に
連

絡
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
）
し
、
か

か
り
つ
け
医
か
ら
電
話
で
受
診
者

に
告
知

13　
検
査
陽
性
の
場
合
：
か
か
り

つ
け
医
か
ら
所
轄
の
保
健
所
に
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
発
生
届
を
提
出

し
、
そ
の
後
は
保
健
所
の
管
理
と

な
る

 

① 

無
症
状
・
軽
症
で
も
入
院
が

原
則
だ
が
、
都
の
指
定
す
る

宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る
こ
と

も
あ
り
。
自
宅
待
機
の
場
合

は
、
か
か
り
つ
け
医
が
毎
日

健
康
観
察（
電
話
・
メ
ー
ル
等
）

も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い

② 

中
等
症
以
上
な
ら
保
健
所
が
調

整
し
都
の
指
定
病
院
等
へ
入
院

14　
検
査
結
果
陰
性
の
場
合
：
偽

陰
性
の
可
能
性
も
含
め
療
養
上
の

注
意
等
を
厳
守
し
、
自
宅
に
て
経

過
観
察
（
外
出
禁
止
、
家
族
へ
の

注
意
の
徹
底
、
毎
日
の
か
か
り
つ

け
医
へ
の
健
康
状
態
報
告
等
、
約

１
週
間
を
目
安
）

各
地
域
の
状
況
に
て
種
々
の
運

用
形
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
都
民

が
ど
こ
に
在
住
し
て
い
て
も
、
検

査
が
必
要
な
際
に
は
確
実
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
、
し
っ
か
り

と
療
養
・
医
療
に
つ
な
げ
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

会
員
各
位
の
ご
理
解
と
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
の
蔓

延
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
域
医
療

体
制
堅
持
の
た
め
に
、
日
夜
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
会
員
各

位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
等
が
診
察
の

上
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
感
染
を
疑

い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
必
要
と
判
断
し

て
も
検
査
で
き
な
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。
そ
の
窮
状
に
対
す
る
現

場
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
地
域
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン

タ
ー
）
の
考
え
を
お
示
し
い
た
し

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
概
念
は
、

１　
実
施
主
体
は
、
原
則
区
市
町

村
で
地
区
医
師
会
は
委
託
に
て
行

う
。
医
師
会
独
自
で
行
い
、
区
市

町
村
か
ら
の
補
助
を
も
ら
う
形
態

も
あ
り

２　
設
置
場
所
は
、
地
域
内
病
院

の
駐
車
場
等
で
の
臨
時
施
設
・
外

来
の
一
部
、
医
師
会
の
休
日
診
療

地域PCR検査センター
（PCRセンター）について

検査を必要とする都民の方々に確実にPCR検査を受けていた
だき、重症化・蔓延化の予防に資するため、地域PCR検査セ
ンターによろしくご協力ください

地区医師会長
連絡協議会報告

令和2年 4月17日（金）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
軽
症
者
に
係
る
宿
泊
療
養

事
業
へ
の
医
師
の
派
遣
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

（
３
）
介
護
施
設
等
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
に
つ
い
て

　

高
齢
者
は
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

く
、
死
亡
率
も
高
く
な
る
こ
と
か

ら
、
介
護
施
設
等
に
お
け
る
高
齢

者
へ
の
対
応
策
が
急
務
で
あ
る
。

地
区
医
師
会
に
お
い
て
は
、
区
市

町
村
お
よ
び
地
域
の
介
護
団
体

（
介
護
事
業
者
連
絡
会
等
）
と
密

に
連
携
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
併
せ

て
介
護
関
係
の
入
所
系
、通
所
系
、

訪
問
系
そ
れ
ぞ
れ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
疑
い
発
生
時
の
対

応
フ
ロ
ー
図
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
作
成
し
た
の
で
活
用
し
て

ほ
し
い
。

（
４
）
ト
ウ
キ
ョ
ウ
メ
デ
ィ
カ 

ル
・
サ
ポ
ー
ト（Tokyo Medical 

Support

）
に
つ
い
て

拡
大
に
よ
り
、
感
染
者
を
受
け
入

れ
る
病
床
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
東
京
都
で
は
軽
症
者
を

病
院
以
外
の
施
設
で
受
け
入
れ
る

体
制
を
確
保
し
た
。
ホ
テ
ル
に
滞

在
す
る
軽
症
者
の
健
康
管
理
に
関

し
て
、
ホ
テ
ル
近
隣
の
ブ
ロ
ッ

ク
医
師
会
に
医
師
の
派
遣
に
つ

い
て
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
都
内

感
染
者
数
が
増
加
し
て
い
る
。
地

域
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
外
来
」
も
受

け
き
れ
る
状
況
で
は
な
く
、
東
京

都
と
相
談
し
、
地
区
医
師
会
と
各

自
治
体
・
保
健
所
で
協
力
し
て「
地

域
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
）」
を
立
ち
上
げ
る

よ
う
提
案
す
る
。

　

会
員
支
援
事
業
「
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
・
フ
ォ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

本
年
度
よ
り
名
称
を
「
ト
ウ
キ
ョ

ウ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
」
に

変
更
し
、
こ
れ
ま
で
地
区
医
師
会

単
位
で
の
任
意
参
加
と
し
て
い
た

対
象
を
、
本
会
の
事
業
と
し
て
全

地
区
（
大
学
・
都
立
病
院
医
師
会

を
除
く
47
地
区
医
師
会
）
に
拡
大

す
る
。
ま
た
、
費
用
に
つ
い
て
は

本
会
と
駿
河
台
厚
生
企
画
に
て
折

半
し
、
地
区
医
師
会
は
費
用
負
担

し
な
い
こ
と
と
し
た
。
会
員
へ
の

周
知
を
お
願
い
す
る
。

（
５
）
宿
泊
施
設
に
お
け
る
療
養

中
患
者
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
つ
い
て

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
1
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
中
野
江
古
田
病
院 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
発
生
状
況
お

よ
び
対
応
状
況
に
つ
い
て

 

（
中
野
区
医
師
会
）

②
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
検
査
・
医
療
提
供
体
制
／
新
宿

モ
デ
ル
」
に
つ
い
て

 

（
新
宿
区
医
師
会
）

（
２
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
診
療
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
（
第
２
版
）
に
つ
い
て

 
（
大
森
医
師
会
）

②
大
田
区
三
医
師
会
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
調
整
委
員
会
に
つ
い
て

 

（
大
森
医
師
会
）

（
３
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
ビ
デ
オ

通
話
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
理
事

会
」
に
つ
い
て

 

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

検査機関

陰性（－）

保健所による入院調整

＊陰性でも
　かかりつけ医の
　指示に従うように
　しましょう

地域PCR検査センター（PCRセンター）検査後のイメージ図

結果通知（電話）

結果結果

健康観察

症状憎悪

検体

公益社団法人 東京都医師会（2020.4.20）

自宅待機
継続

（1週間程度）

自宅待機
（2週間程度）

入院 宿泊施設

1日2回の検温（朝・夕）、経皮酸素飽和度測定
毎日かかりつけ医に電話で報告

自宅待機

陽性（+）

かかりつけ医

地域PCR検査センター（PCRセンター）

電話で対応

診察（標準的予防手技） 通常の上気道感染等の治療
（自宅で感染予防に注意し、充分な経
過観察）

市中肺炎疑いなら、
抗生剤治療等

（3日間を目途に症状の軽快を観察）

肺炎等の疑い

地域PCR検査センター（PCRセンター） 新型コロナ外来

自宅安静指示
（ただし、経過観察が必要）

時間・空間的分離等の配慮
マスク着用等の指示

地域PCR検査センター（PCRセンター）設置時のイメージ図

後受診指示

（軽症以外）

診察の必要性なし

新型コロナ感染症の可能性低い

診察の必要性あり

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
可
能
性
が
高
い

公益社団法人 東京都医師会（2020.4.20）

かかりつけ医

可能な検査施行
（胸部Xp、末梢血液検査）

かかりつけ患者 等

受診者

その結果
新型コロナ感染症否定できず
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東
京
都
医
師
会

第
２
９
３
回（
臨
時
）代
議
員
会

東
京
都
医
師
会
第
２
９
３
回

（
臨
時
）
代
議
員
会
が
、
３
月
26

日
（
木
）
東
京
都
医
師
会
館
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
し
た
慎
重
な
体
制
下
で
開
催

さ
れ
た
。
議
事
は
真
鍋
勉
代
議
員

会
議
長
、
市
川
菊
乃
代
議
員
会
副

議
長
が
進
行
し
た
。

会
長
挨
拶

尾
㟢
治
夫
会
長
は
、
新
興
感
染

症
下
で
の
代
議
員
会
開
催
に
謝
意

を
述
べ
た
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
重
視
し
て
病

院
救
急
関
係
機
関
・
感
染
症
関
係

機
関
・
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携

に
対
応
し
、
東
京
都
と
医
療
施
策

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
感

染
蔓
延
期
に
な
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
首
都
圏
が

対
応
す
る
べ
く
、
近
隣
県
医
師
会

と
会
議
を
行
い
な
が
ら
医
療
施
策

を
実
行
し
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
た
。

東
京
都
医
師
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
尾
㟢
会

長
は
、「
か
か
り
つ
け
医
の
外
来

診
断
手
順
」、「
医
療
機
関
に
お
け

る
対
応
ガ
イ
ド
」、「
発
熱
・
呼
吸

器
症
状
を
有
す
る
ま
た
は
不
安
感

の
あ
る
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
」、

「
東
京
都
医
師
会
か
ら
都
民
の
み

な
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ
」
等
を
周

知
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
の
保
護

と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
の
電
話
相

談
等
で
の
対
応
を
お
願
い
し
た
。

ま
た
、
都
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
中
に
禁

煙
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

報
告⻆

田
徹
副
会
長
か
ら
「
令
和
２

年
度
東
京
都
医
師
会
事
業
計
画
」、

島
㟢
美
奈
子
理
事
よ
り
「
令
和
２

年
度
東
京
都
医
師
会
収
支
予
算
」

の
報
告
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。

指
田
純
東
京
都
医
師
会
定
款
等

改
正
検
討
特
別
委
員
会
副
委
員
長

か
ら
、役
員
等
の
補
欠
選
任
期
間
、

代
議
員
の
任
期
、
議
事
運
営
協
議

会
の
設
置
、
選
挙
管
理
委
員
会
の

業
務
等
の
規
定
改
正
に
つ
い
て
委

員
会
の
審
議
報
告
が
あ
っ
た
。

議
事第

１
号
議
案
「
令
和
元
年
度
東

京
都
医
師
会
会
費
減
免
申
請
に
関

す
る
件
」、
第
２
号
議
案
「
令
和

２
年
度
東
京
都
医
師
会
会
費
賦
課

徴
収
に
関
す
る
件
」
は
島
㟢
理
事

よ
り
説
明
が
あ
り
決
議
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
「
東
京
都
医
師
会

定
款
等
の
改
正
に
関
す
る
件
」
に

つ
い
て
は
⻆
田
副
会
長
か
ら
説
明

が
あ
り
決
議
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
「
日
本
医
師
会
代

議
員
（
補
欠
）
の
選
出
に
関
す
る

件
」
お
よ
び
第
５
号
議
案
「
日
本

医
師
会
代
議
員
お
よ
び
同
予
備
代

議
員
の
選
出
に
関
す
る
件
」
は
蓮

沼
剛
理
事
の
説
明
後
、
両
議
案
と

も
候
補
者
数
が
定
員
と
同
数
の

た
め
無
投
票
で
選
出
さ
れ
決
議

さ
れ
た
。

代議員会の様子

当
選
者
一
覧

都
医
選
出
日
医
代
議
員�

（
定
員
39
名
）

都
医
選
出
日
医
予
備
代
議
員�

（
定
員
39
名
）

新
井
　
　
悟

増
田
　
幹
生

島
﨑
美
奈
子

天
木
　
　
聡

齋
藤
　
英
治

伊
藤
　
隆
一

内
原
　
正
勝

蓮
沼
　
　
剛

平
澤
　
精
一

横
川
　
敏
男

藤
田
耕
一
郎

甲
田
　
　
潔

リ
ー
　
啓
子

土
屋
　
　
譲

髙
田
　
　
潤

鳥
居
　
　
明

赤
上
　
　
晃

平
川
　
博
之

目
々
澤
　
肇

真
鍋
　
　
勉

落
合
　
和
彦

山
道
　
　
博

溝
口
　
雅
康

福
井
　
光
文

猪
口
　
正
孝

小
林
　
弘
幸

花
谷
　
勇
治

武
井
　
正
美

市
川
　
菊
乃

伊
藤
　
大
介

櫻
井
　
　
誠

堀
　
浩
一
朗

今
井
　
　
均

原
　
　
正
博

椿
　
　
哲
朗

林
　
　
泉
彦

⻆
田
　
　
徹

吉
本
　
一
哉

香
取
　
公
明

都
医
選
出
日
医
代
議
員（
補
欠
）�

（
定
員
１
名
）

平
井
　
貴
志

平
井
　
貴
志

中
村
　
　
宏

佐
々
木
　
聡

玉
木
　
一
弘

田
村
　
　
豊

相
良
　
博
典

穂
坂
　
英
明

魚
住
　
　
葵

鈴
木
　
　
洋

遠
藤
　
文
夫

黒
瀨
　
　
巌

大
屋
敷
一
馬

巴
　
ひ
か
る

並
木
　
　
温

林
　
久
太
佳

髙
野
　
学
美

小
川
　
　
郁

西
田
　
伸
一

指
田
　
　
純

浅
野
　
　
優

汲
田
伸
一
郎

並
木
　
敦
也

弘
瀨
知
江
子

土
谷
　
明
男

田
村
　
順
二

川
上
　
一
恵

奥
村
　
　
秀

石
橋
　
幸
滋

佐
々
木
伸
彦

窪
田
　
美
幸

塩
谷
　
武
洋

小
池
　
竜
司

石
塚
　
太
一

山
上
　
惠
一

田
原
　
順
雄

藤
井
　
大
吾

谷
平
　
　
茂

津
布
久
　
裕

新
井
　
　
一
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開
業
し
た
時
か
ら
昼
休
み
は

２
時
間
と
っ
て
い
ま
す
。
元
々

は
散
歩
や
ジ
ム
通
い
が
目
的
で

し
た
が
、
昼
休
み
に
ジ
ム
に
行

く
と
体
調
は
い
い
の
で
す
が
午

後
の
診
察
は
夢
の
中
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
散
歩
は
い
つ
し

か
美
味
し
い
食
事
処
探
し
に
な

り
本
末
転
倒
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
白
眉
は
都
内
で

も
少
な
く
な
っ
た
数
奇
屋
造
り

の
鰻
店
「
う
な
ぎ
秋
本
」。
当

院
と
同
じ
麹
町
に
あ
り
、
と
言

う
よ
り
あ
ち
ら
は
創
業
百
余
年

と
い
う
老
舗
で
そ
の
ご
近
所
に

私
が
開
業
し
た

と
い
う
わ
け
で

す
。
元
々
は
知

る
人
ぞ
知
る
隠

れ
た
名
店
だ
っ

た
の
で
す
が
、

い
つ
の
頃
か
ら

か
日
本
中
か
ら

人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、
最

近
は
外
国
の
方

も
増
え
た
な
と

思
っ
て
い
た

ら
、
な
ん
と
ミ

シ
ュ
ラ
ン
の
星

を
獲
得
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

鰻
は
日
本
人
に
と
っ
て
ご
馳

走
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
伴

家
持
の
和
歌
に
も
「
武
奈
伎
」

と
し
て
登
場
す
る
よ
う
に
、
万

葉
の
昔
か
ら
鰻
を
食
べ
れ
ば
精

が
つ
く
こ
と
を
日
本
人
は
ち
ゃ

ん
と
知
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

良
質
の
蛋
白
質
と
脂
肪
を
大
量

に
含
み
、
し
か
も
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

の
豊
富
さ
に
お
い
て
は
並
ぶ
も

の
が
な
い
鰻
。
古
く
は
も
っ
ぱ

ら
丸
焼
き
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
な
っ

て
蒲
焼
と
い
う
妙
法
が
考
え
出

さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
美
味
の
一

代
表
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を

持
つ
身
に
は
鬼
門
の
は
ず
な
の

で
す
が
、
こ
れ
が
至
福
の
場
所

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

�

（
千
代
田
区
医
師
会
・
小
林
秀
文
）

146前
回
の
『
都
医
ニ
ュ
ー
ス
』
に

お
い
て
は
、「
日
本
の
感
染
症
危

機
管
理
体
制
と
複
合
的
戦
略
〜
地

域
医
療
の
強
靭
性
と
今
後
求
め
ら

れ
る
対
応
〜
」
と
題
し
て
、
２
０

１
０
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
発
生
時
に
お

け
る
、
各
国
と
比
較
し
た
際
の
日

本
の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
亡

率
の
低
さ
に
つ
い
て
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
下
で
診
療
所
、
病
院
、

薬
局
な
ど
で
働
く
医
療
従
事
者
に

よ
る
地
域
医
療
の
現
場
に
お
け
る

献
身
的
な
努
力
が
大
き
く
貢
献
し

た
旨
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
感
染
症
有
事
に
お

け
る
行
政
府
と
立
法
府
、
そ
し
て

地
方
自
治
体
と
の
関
係
を
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
い
う
視
点
で
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
由
民
主
党
に
お
け
る

ガ
バ
ナ
ン
ス

民
主
主
義
の
下
で
感
染
症
有
事

に
お
い
て
、
内
閣
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」

を
中
心
に
意
思
決
定
を
す
る
こ
と

は
、
有
事
に
求
め
ら
れ
る
即
応
性

と
い
う
視
点
か
ら
当
然
の
こ
と
と

考
え
ま
す
。
他
方
に
お
い
て
、
有

事
と
い
え
ど
も
基
本
的
な
政
策
方

針
の
転
換
に
つ
い
て
、
政
党
が
一

定
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
有
し
て
お

く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
民
党
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
肺
炎
対
策
本
部
」
で

は
、
感
染
症
対
策
の
み
な
ら
ず
経

済
対
策
な
ど
極
め
て
多
分
野
横
断

的
な
議
論
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
政

府
の
政
策
決
定
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た

以
降
は
、
議
員
が
多
数
密
集
す
る

党
の
対
策
本
部
会
合
は
開
催
し
な

い
こ
と
と
な
り
、
政
府
主
導
で
対

策
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
自
ら
顧
問
を
務
め
る

党
対
策
本
部
の
役
員
会
を
定
期
的

に
開
催
す
る
よ
う
提
案
し
つ
つ
、

党
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

総
務
会
に
お
い
て
も
、
政
府
か
ら

必
要
に
応
じ
た
報
告
を
受
け
る

べ
き
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て

い
ま
す
。

東
京
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

東
京
都
に
お
け
る
保
健
所
の
組

織
的
位
置
づ
け
に
は
２
通
り
あ

り
、
特
別
区
と
呼
ば
れ
る
23
区
に

設
置
さ
れ
て
い
る
保
健
所
は
そ
れ

ぞ
れ
の
区
行
政
の
管
轄
下
に
あ

り
、
多
摩
地
域
な
ど
の
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
い
る
保
健
所
は
都
行

政
の
管
轄
下
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
東
京
都
は
23
区
の
保
健
所

の
情
報
を
区
か
ら
集
め
る
必
要
が

生
じ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の

政
令
指
定
都
市
に
お
い
て
も
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
特
措
法
に
よ
っ
て

知
事
に
権
限
が
与
え
ら
れ
た
今
、

情
報
シ
ス
テ
ム
を
集
約
し
て
、
都

道
府
県
知
事
の
も
と
に
情
報
が
集

ま
っ
て
く
る
よ
う
に
し
、
政
府
と

も
円
滑
に
共
有
で
き
る
体
制
構
築

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

都
民
の
命
を
ま
も
る
た
め
に

東
京
都
の
状
況
を
鑑
み
て
、
本

部
と
保
健
所
お
よ
び
医
療
機
関
を

連
結
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
確
立

や
コ
ロ
ナ
外
来
セ
ン
タ
ー
・
Ｐ
Ｃ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
（
区
市
町
村

主
導
、
地
区
医
師
会
協
力
）
を
含

む
提
言
「
都
民
の
命
を
ま
も
る
た

め
に
」
を
自
由
民
主
党
東
京
都
連

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部

の
一
人
と
し
て
東
京
都
知
事
に
４

月
16
日
に
手
渡
し
ま
し
た
。

提
言
の
中
で
は
、
国
と
都
が
円

滑
に
連
携
す
る
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
強
化
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
患
者

に
対
応
す
る
ベ
ッ
ド
の
拡
充
の
た

め
の
ホ
テ
ル
や
空
き
施
設
の
契
約

推
進
、
都
立
病
院
・
公
立
病
院
に

お
け
る
コ
ロ
ナ
患
者
の
対
応
を
含

む
コ
ロ
ナ
対
応
病
院
の
特
定
と
集

中
、
そ
し
て
医
療
従
事
者
の
安
心

と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
装
備

の
確
保
、
危
険
手
当
の
支
給
、
そ

し
て
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
確
保
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま

し
た
。

本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
４
月
21

日
時
点
で
は
東
京
都
を
含
む
緊
急

事
態
宣
言
か
ら
２
週
間
が
経
過
し

て
お
り
、
都
市
部
に
お
け
る
感
染

者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
新

感
染
症
有
事
に
お
け
る

ガ
バナ
ンス
の
在
り
方
と

東
京
都
へ
の
提
言

〜
円
滑
な
情
報
共
有
と
連
携
体
制
の
強
化
〜

�

参
議
院
議
員
　
武
見
敬
三

趣 味 の 散 歩

ミシュラン星付きの老舗
うなぎ秋本

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
今

後
数
年
間
続
く
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
法
律
、
資
金
、
物

資
な
ど
の
課
題
を
整
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
立
し
、
医
療
従

事
者
や
社
会
の
基
礎
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
て
い
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ワ
ー
カ
ー
が
安
心
で
き
、
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
分
科
会
長
を
長
年
に
わ
た
っ
て

務
め
た
著
者
の
透
視
す
る
近
未
来
が
、
こ
の
著
書
に
集
約
さ
れ
て

い
る
。
一
言
で
い
う
と「
在
宅
看
取
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
あ
る
。

　

２
０
４
０
年
に
は
、
団
塊
世
代
７
０
０
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い

く
。
そ
の
時
ま
で
の
20
年
間
に
、
医
療
と
介
護
は
医
療
介
護
総
合

確
保
推
進
法
・
地
域
医
療
構
想
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
経

て
脱
病
院
化
が
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
本
を
読
む
と
、
20
年
後
の
近
未
来
か
ら
現
在
を
逆
に
投
影

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
お
の
ず
と
、
自
分
た
ち

の
進
む
べ
き
道
が
見
え
て
く
る
。こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
の
地
域
で
、

ど
の
よ
う
な
医
療
・
介
護
を
作
り
上
げ
て
い
く
か
の
お
手
本
に
な

る
本
で
あ
る
。
ま
た
、
新
経
営
戦
略
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
の
力

強
い
辞
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
・
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
ろ
う
と
著
者
は

説
い
て
い
る
。

価
格
▼
１
８
０
０
円（
税
別
）　

発
行
▼
医
学
通
信
社

団塊世代
“大死亡時代”の航海図
2040年─
医療＆介護のデッドライン
武藤正樹 著

数奇屋造りの鰻店「うなぎ秋本」

知ってますか？

Bring Your Own Deviceの略で、個人が所有また
は管理しているモバイル端末を、業務で利用する
ことをいう。在宅医療等の現場において、モバイ
ル端末を活用するニーズは増えているが、患者情
報のセキュリティ管理・情報漏洩等のリスク管理は、
医療機関の管理者の責任で行う必要がある。「医療
情報システムの安全管理に関するガイドライン第5
版」においても、BYODは原則として行うべきでは
ないと規程が明確化されている。医療現場での個
人端末の安易な利用は慎むべきといえる。

BYOD

「
都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号
」を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
情
報
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１



5 令和2年5月15日 都 医 ニュース  ［昭和48年12月7日第3種郵便物認可］　第651号

加瀬佳代子

髙𣘺夫紀子

玉川医師会

中野区医師会

　我が家には、娘が『星になったチロ』という本に感銘を受けて名付
けた「チロ」というヨークシャテリア（もうすぐ10才オス）がいます。
　ペット自慢がお題ということで、はてうちの子の自慢点は？？？
というのもうちの子はとてもおバカです。今まで飼っていた2匹の
ヨークシャテリアがあまりに賢く、この犬種は賢いのだと錯覚して
しまい再び同じ犬種を飼うことにしたのですが…。
　たとえば、おしっこシートの上に用をたさないことが多々あり、
もよおせば所かまわず排尿してしまうため家中いたる所におしっこ
シートが敷いてあります。いくら教えても学習せず平気で足を上げ
るので苦肉の策です。
　また、人に対し好き嫌いがとても激しく、大好きなのは女性です。
それも10代～20代位の若くてスタイルの良い美しい女性です。散
歩中でもあとをついていってしまうほどですが、女性でも60才を
過ぎてくるととたんに態度が変わり、男性に対するものと同じに
なってきます。一番苦手なのが年配の男性で、家に上げようものな

ら歯をむいて向かっていき、帰ったら履いていたスリッパにかみつ
き放り投げてしまいます。
　こんなおバカなうちの子ですが、バカな子ほど可愛いとはよく
言ったものです。仕事から帰れば全身で喜びを表し飛びついてくる
ところはとても癒されますし、抱き上げると顔
中なめまわし愛情表現してくれます。
　自慢といえばイケメンであることでしょう
か。大きくまん丸な黒い瞳に整った鼻すじ、
雑誌の表紙を飾れるほどと思う私もかなり
の親バカですね。
　顔を見ていると子犬のようですが、人
間でいうともう70才位になります。これ
からも家族の一員として大切にしていこう
と思っています。
� （玉医ニュース�No.643から抜粋）

　自分に落ち度がないのに思いもよらないところで誤った情報が発
信されていることってあるんですね。
　ここのところ土曜日の患者さんの数が減っていて気になってい
た。なにか落ち度があったかなー？とくよくよしていた。疑問が解
けたのは患者さんからの情報だった。ある月曜日、火傷の患者さん
が受診された。「いつ火傷したの？」「金曜日の夜です。息子がイン
ターネットで調べてくれたら、先生のところが土
曜日は診察されていないので、今日まで我慢して
たんです」とのこと。え！うちは開業以来、土曜
日も診療していて、それはずっと変わっていない。
そういえば、以前も土曜日休診日ですよね、と言
われたことが…。早速当院の名前を入れてネット
で調べてみると、一番最初にアップされたXXナ
ビの診療日表、休診の記載部分が間違えていて、
土曜日休診になっている。いつからXXナビで私
の診療所が紹介されていたのか、いつから診療日
を間違えていたのか。掲載しますか？とか、内容
チェックお願いします、とか問われた覚えはない
よな？と思いながら電話で連絡したら、「訂正内容
はメールでお願いします。訂正は毎週○曜日にし
ています。それまではそのままです」と木で鼻を
くくったようなお返事。謝罪の言葉もいただけず、
割り切れない思いで電話を置いた。それ以降、定
期的にネットの当院の診療情報をチェックしてい
る。油断ができない時代になってしまったものだ。
　おまけに先日区から配布された“私の便利帳”を
見た患者さんから「ここさぁ、区の便利帳に載っ

てないよ。先生もぐりだね」と言われた。いやいや、名前は掲載さ
れている。が、地図には載っていないのである。地図に載るには掲
載料が必要らしい。あなたが見た地図、端の方にちっちゃく広告っ
て書いてるでしょ。よく見てよ。笑って受け流しながら心の中で呟
く。本当に世知辛い時代である。
� （中野区医師会新聞�No.632から抜粋）

我が家の困ったイケメンくん

油断禁物？

ふれあいポスト 各地区会報から

貝画：2月「鯉に乗って読書を楽しむ婦人」� 中野区医師会 荻原正明

みる貝（学術名ミルクイ）は細かい砂地に住む二枚貝で、常に水管が出ているので貝の一部に膨ら
みがある。寿司ネタや刺身で食されるがバター焼きが美味しい。絵は奥村政信の模倣。奥村政信は、
独自の画風で元禄末期から宝暦年間まで活躍。



6第651号　［昭和48年12月7日第3種郵便物認可］ 都 医 ニュース  令和2年5月15日

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

ま
だ
布
お
む
つ
が
主
流
だ
っ
た
時
代
、
洗

濯
物
に
お
む
つ
が
干
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て

「
あ
そ
こ
の
家
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
」
と

微
笑
ま
し
く
思
っ
た
も
の
だ
。
紙
お
む
つ
主

流
に
な
っ
た
時
代
の
赤
ち
ゃ
ん
印
は
ベ
ビ
ー

カ
ー
に
変
わ
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
り
口

に
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

赤
ち
ゃ
ん
の
存
在
は
家
族
の
み
な
ら
ず
周
囲

の
人
に
も
安
ら
ぎ
、
安
心
な
ど
ソ
フ
ト
な
感

覚
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
赤
ち
ゃ
ん

を
日
々
診
療
し
て
い
る
小
児
科
医
は
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ

て
い
る
。

　

新
し
い
年
度
の
４
月
か
ら
は
多
く
の
赤

ち
ゃ
ん
が
未
知
の
世
界
、
保
育
園
に
入
園
し

て
く
る
。
０
歳
児
保
育
の
園
医
は
月
数
回
の

健
診
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
４
月
、
５

月
の
健
診
の
場
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声

は
ど
こ
か
不
安
、
警
戒
の
感
じ
が
す
る
。
保

育
と
い
う
居
場
所
を
与
え
ら
れ
て
も
気
持
ち

的
な
居
場
所
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
し

秋
に
な
る
と
我
が
ま
ま
、
甘
え
と
い
う
泣
き

声
に
変
わ
っ
て
く
る
。
安
心
で
き
る
居
場
所

に
な
る
の
だ
。１
歳
を
過
ぎ
る
と
歩
き
始
め
、

事
故
な
ど
が
要
注
意
に
な
る
。
事
故
は
起

こ
っ
て
か
ら
よ
り
予
防
が
重
要
だ
。
診
療
を

通
し
て
事
故
に
対
す
る
注
意
も
重
要
だ
。
年

齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
同
室
に
い
る
友
達
の

数
も
多
く
な
り
、感
染
症
も
要
注
意
に
な
る
。

手
洗
い
は
感
染
症
に
対
す
る
生
活
習
慣
と
し

て
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
は
、
物
理
的
な
意
味
だ

け
で
は
な
く
メ
ン
タ
ル
な
意
味
も
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
成
長
と
と
も
に
多
く
の
人

と
交
わ
り
、
大
人
社
会
へ
の
準
備
を
し
て
い

く
。
そ
の
過
程
を
手
助
け
す
る
こ
と
も
小
児

科
医
と
し
て
大
切
な
仕
事
だ
。

 

（
鈴
木 

洋
）

感
染
症
豆
知
識

　コロナウイルス（以下CoV）は、ヒトの感冒の10～15%
程度を占めるウイルスの1つである。通常ヒトに感染す
るのは、「ヒト呼吸器CoV」OC43、229E、HKU-1、NL63の
4つで、加えて2003年の「重症急性呼吸器症候群（SARS）
-CoV」、2012年の「中東呼吸器症候群（MERS）-CoV」と今
回の「新型CoV（COVID-19）」がある。CoVは脂質から成る
エンベロープを有するので、エタノールや有機溶媒、石
鹸などで容易に感染力が消失する（不活化）。
　COVID-19は2019年12月に中国湖北省武漢で発生し、
翌年1月中旬から世界的に注目され始め、わが国でもヒ
ト―ヒト感染が明らかになったものの対策が遅れ、感染
地域からの団体旅行は放置されたまま感染拡大した。こ
の対応の遅れは死亡率の高いSARS、MERSの患者発生の
経験がなかったことも影響したのであろう。
　感染様式は、物を介する接触感染と飛沫感染が考えら
れる。物に付着したウイルスの感染性は従来3時間程度
とされていたが、最近ではプラスチックの表面で3日間、
痰や糞便中には5日間程度とされる。2月3日に横浜に寄
港したクルーズ船には乗客・乗員約3,700名が乗船してお
り、2週間にわたる隔離措置が行われた（すべての乗客・
乗員の下船は3月1日）。1人の患者から計712人が感染し
たが、その感染経路実態の詳細が待たれる。
　約100年前のスペインかぜでは、当時の日本の人口5,400
万人のうち2,380万人（44%）が罹患し、38万9,000人が死
亡した（致死率1.6%）。わが国の季節性インフルエンザで、
仮に罹患者数を1,500万人、死亡者数が3,000人とした場
合、致死率は0.02%である。COVID-19の場合、PCRを行
えた件数にもよるが、4月13日現在、米国では55.6万人
が発症し、約2.2万人が死亡している（致死率3.9%）。こ
のことからCOVID-19の致死率は、少なくともスペインか
ぜ並みの1～2%と考えるのが妥当であろう。感染者の約
80%が無症状ないし軽症なので、感染予防対策は人との
接触の機会を減らすことが基本である。 （文責：萩原温久）

無 声 拝 聴 赤ちゃんを見る、聞く、感じる、診る 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

下記に該当した場合は、添付書類、被保険者証とともに医師国保組合へ届
出をお願いいたします。
〈資格喪失の届出が必要な場合〉
○ 第1種・第3種組合員（医師）が医師会を退会、または医療の業務に従事し
なくなったとき
○第2種・第4種組合員（従業員）が退職したとき
○家族が世帯から転出したとき
○定められた地区外に住所を異動したとき

各種届出に必要な書類は、所属地区医師会・大学医師会にございます

医師国保からのお知らせ
～加入資格を喪失した場合は、必ず届出が必要です～

※被保険者証は返還してください

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433 （業務課）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先
中部労災病院 堀田 饒　名古屋市港区港明1-10-6
TEL：052-652-5511（内線7174）　FAX：052-652-5623

日時▶8月29日（土）14時～22時、30日（日）8時20分～12時
会場▶志摩観光ホテル ザ クラシック（三重県志摩市阿児町神明731）
セミナー▶〔29日〕Ⅰ「糖尿病への対応のアップ・デート―血糖コントロールは如何にあるべき
か―」、Ⅱ「薬物療法からみた糖尿病の管理・治療のアップ・デート―血糖コントロールは如何
にあるべきか―」
〔30日〕Ⅲ「糖尿病にみられる合併症と併発症への対応のアップ・デート―血糖コントロールは
如何にあるべきか―」
申込方法▶氏名、住所、電話番号を明記のうえ、ハガキまたはFAX（052-652-5623）にてお申
し込みください
参加費▶50,000円 ※宿泊費別途
定員▶100名
取得単位▶日医生涯教育制度7.5単位（カリキュラムコード：7、9、10、73、76）

第37回糖尿病Up・Date賢島セミナー
「“ハイブリッド化した糖尿病治療薬への期待”
 ―良好な血糖コントロールとbeyond glucose control―」

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93.0MHz）朝の番組「飯田浩司の
OK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、東京都医師会の役
員等が出演して生活に役立つ健康情報をお届けしています。
過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッドキャストから聴くこ
とができます。
■番組ホームページ
　http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
　https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

月曜から金曜 あさ6時15分頃から
『モーニングライフアップ今日の早起きドクター』

放送中!
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
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会
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事

落　
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彦
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眠
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合
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ッ
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々
木

　
　

理
事
長

 

井  
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雄  

一  
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生
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波
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学
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際
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医
科
学
研
究
機
構

　
　

機
構
長

柳  

沢   

正  

史  

先
生

不
眠
症

日 時　令和2年6月11日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　20、69
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口） 下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口） 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口） 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）

※�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止する場合は、
本会ホームページでお知らせいたします。
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　葛飾区医師会は、長らく各役員を歴任し多大な貢献をされた安
藤進先生が会長2期目終了間際の昨年4月7日に急逝されました。
2カ月の代行後、会長職の大役を仰せつかり、すべてを俯瞰しなけ
ればならない立場になりつらい日々を送っています。そして新型
コロナウイルス感染症対策です。
　葛飾区は東京東北部に位置し、東は江戸川を境に千葉県松戸市・
市川市・江戸川区、西側は荒川を境に墨田区、北は足立区、埼玉
県三郷市と隣接しています。さらに区内には中川が流れています。
したがって、水害の面から見ますと島国です。地震、水害時は封
じ込まれる危惧があります。その際はぜひご支援・連携よろしく
お願いいたします。
　葛飾区の人口44.5万人に対し区医師会員数は485人です。人口
10万対医師数109人。昭和22年11月に創立され、理事会（月2回）、
評議員会、支部長会（8支部）、そして区行政と毎月定例会を開催し、
医療・保健・福祉・教育について協議情報交換をしています。現在、
一般法人ですが公益事業が大部分となっています。医師会附属看
護学校（正看・准看過程、学生数230名）、訪問看護ステーション、
ヘルパーステーション、居宅介護支援事業所、特定保健指導室、
葛飾連携医相談室、在宅医療搬送入院サポートシステム、東京東
部地域産業保健センター、市民公開講座、学術講演会、特定健診、
がん検診、小児生活習慣病健診、乳幼児健診、予防接種など、お
そらく他の医師会より多くの事業に取り組んでいます。会員ファー
ストでありますが、区民への公的貢献事業を維持・改善すること
に努めています。SDGs・健康21・健やか親子21・医療計画など
は年限を決め、目標・指標を立て中間報告で評価・達成率を報告
し後半へ臨んでいます。葛飾区医師会としても若手を交えて医師
会の将来、展望、目標、指標を挙げて次世代につなげていければ
と考えています。
　2019年の全国の最低賃金は、物価差などから沖縄などが790円
なのに対し東京は1,013円です。その東京で、統計局のデータ「23
区平均年収ランキング」（2016年）によると、年収に最高578万円

の差があります。葛飾区は年収も、実は文科省学力調査も23区下
位の方で隣区と競う現状ですが、年収の多い区などをおさえて
2019年日経新聞・日経DUALの全国162自治体調査『共働き子育
てしやすい街2019総合編』ではランキング1位となりました。評
価ポイント項目に医療はありませんでしたが、「寅さん」「こち亀」な
どのイメージそのままの人情味が残る下町で、住み慣れた人には
居心地の良い場所です。今後、下町医療ランキングというテーマ
が行われるようでしたらトップを目指せればと思います。
　国の借金が1,000兆円を超すなか、現政権の旧3本の矢は2012
年12月「大胆な金融政策」「機動的な財政政策」「投資を喚起する成
長戦略」でした。2015年新3本の矢は「希望を生み出す強い経済」
「夢紡ぐ子育て支援」「安心つながる社会保障」を掲げ『一億総活躍社
会』の実現を目指すとし、2017年には人生100年時代構想を唱え
ました。すでに5年近くが経ち目標の達成率はどうなっているので
しょうか。また、『三位一体改革』の言葉は2002年に国と地方公共
団体に関する行政システムの3つの改革「国庫補助金の廃止・縮減」
「税財源の移譲」「地方交付税の一体的な見直し」と示しましたが、
2040年医療提供体制構築に向けて厚労省は、医療提供体制の三位
一体改革として「地域医療構想」「医師・医療従事者の働き方改革」
「医師偏在対策」を掲げ協議しています。本年4月の診療報酬改定
でも、中央社会保険医療協議会の議事内容にもそれに沿った改定
が見られます。地域医療構想の病院統廃合や専攻医制度のシーリ
ングなども国が目標を掲げて進んでいます。その数値目標の設定
方法にたくさんの方が疑問を投げかけていますが、新型コロナウ
イルス感染症流行からその疑問はさらに膨らんでいます。総中流
意識の時代から貧困が進み、経済格差から健康格差や希望格差が
生じています。ワーキングプアではワークライフバランスなどと
言ってはいられません。医療の働き方改革をはじめどこが着地点
になっていくのでしょうか。情報過多な時代のなか、我々は目標・
指標をどう立ててどう地域医療に取り組んでいくべきか悩むとこ
ろです。

地区医師会長からの一言
医師会の目標・指標　
そして評価・達成率
葛飾区医師会長　伊藤隆一
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